






















































































































































































































































































































































































































































































































































































開催曰 テーマコース 講師所属 役職 氏名
知的財産権とその活用
４月１０曰（月） 入閑 センター 副所長 石率TF穂
(保健医療学部３年生）
知的財産権とその活用
４月１０曰（月） 入門 センター 副所長 行革TE穂
(保健医療学部４年生）
知的財産権とその活用
４月２７曰（木） 入脂 副所長センター 行埜TE穂
(医学部４年生）
知的財産権とその活用
６月２９曰（木） 入脂 センター 副所長 石華TE穂
(医学部３年生）
４月２４曰（月） 医学研究と知的財産権基礎 札幌医科大学 今井浩三学長
研究成果の保護～研究ノートの活用に
ついて





基礎 副所長７月１８曰（火） センター 行準TE穂
(医学研究科基礎研究入門コース
第２２譜）
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１０.刊行物
（１）平成１８年度現代ＧＰシンポジウム報告書
｢医療。医学研究、技術移転と知財教育のあり方を考える」
（２）啓発パンフレット
｢研究成果の特許出願と、実用化までのプロセスについて」
3４
１１メールマガジンバックナンバー
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
■創刊号■２００６年９月１曰発行
http://websapmedacjp/ircc/indexｈｔｍｌ
この度､附属産学｡地域連携センターではメールマガジンを倉|I刊し､センター
の活動内容や､各種セミナー､講演会の|冑報､また外部研究資金などの公募情報
を学内の教職員､学生の皆さんにお届けすることにいたしました｡本メールマガジン
に関するご意見､ご要望などは産学｡地域連携センターまでお寄せ願います。
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレスに配信しております◆
-＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
▲目次▼
１．センター所長挨拶
２センターからのお知らせ
３活動報告
４知財ﾐニコラム
５センターの紹介
一＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
ｌセンター所長挨拶
本学の産学｡地域連携センターは､大学の社会貢献を目指した諸活動の窓口と
して、中心的な役割を担っています｡産学問の共同研究や大学間の教育研究交
流､あるいは地域と連携したフィールドワークの実践など､多くのプロジェクトの推進
支援窓口として､情報の集積と発信のターミナル的存在です｡さらに､大学の社会
貢献を目指した新しい試みを積極的に企画推進していく牽引車としての役害lIも担っ
ています。
本学の活発な教育｡研究｡臨床からは､社会に還元することのできる価値の高
い知的財産が､毎日のように生み出されています｡これらの成果を､地域の人々
の健康の増進と医療のレベルアップにつなげてゆくためには、知的財産の有効
活用と産学連携による実用化の努力が欠かせません｡本センターでは､弁理士、
産学官連携コーディネーター､知的財産管理アドバイザーなど､専門的なスタッフ
を擁し､高いレベルの知財活用と産学連携のサポート体制を整えています。
また､地域と連携したフィールドワークの実践も本学の大きな特徴です。当七
３５
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
■第２号■２００６年１０月３日発行
http://web,sapmedacjp/ircc/index,hｔｍｌ
センターメールマガジン第２号をお届けします｡今号では先日東京で開催されたイノ
ベーションジャパン２００６出展報告を中心に､センターからの各種お知らせを掲載して
おります。
▲目次▼
北科研費申請書作成レクチャーの開催について
２イノベーションジャパン２００６出展報告
ａセンターからのお知らせ(２件）
４知財ﾐニコラム
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレスに配信しております◆
北科研費申請書作成レクチャー開催について
９月２５日に開催された第１回科研費申請書作成レクチャーには、多数のご参加
ありがとうございました｡当日は１００名ほどの参加者を前に､今井学長､佐藤教授
から情熱のこもったお話をして頂きました｡このような試みは全国の大学を見渡し
てもまだまだ珍しいものです。
第２回のレクチャーを１０月５曰の午後６時から神保教授、当センターの市戸主査
を講師に予定しておりますので､第１回に引き続き、多数のご参加をお待ちしております。
２イノベーションジャパン２００６出展報告
先曰の増刊号でも少し触れたように､９月１３日～１５日の３曰間に渡り、東京で
開催された｢イノベーションジャパン２００６.大学見本市｣に本学の研究シーズの
3８
出展を行いました｡会期中は分子医学研究部門助教授で､当センターの運営委員
会委員である加藤先生と産学官連携コーディネーターの－瀬が会場で研究内容の
説明など来場者(主として企業の方々でした)への対応に当たりました。
特に加藤先生にはご多忙な中、ほぼ３曰間にわたり会場に詰めていただきました。
ここに改めて加藤先生のご協力に感謝いたします｡また､先生より出展した感想等
を寄せて頂きましたので併せて掲載いたします。
△▼イノベーションジャパン２００６大学見本市に出展して
●医学部｡教育研究器機センター｡分子医学研究部門
助教授加藤和則
この見本市は科学技術振興機構(JST)とＮＥＤＯ技術開発機構が主催の国内最
大規模の産学マッチングイベントで､大学研究者が最先端分野の技術｡知財を紹
介し実用化｡ビジネス化を目指したマッチング｡交渉を促進するイベントです｡札幌
医大産学｡地域連携センターとしては初めての出展でしたが､医療｡バイオの分野
には道内からは北海道大学をはじめとして､北見エ大､室蘭エ大､帯広畜産大も
出展しており、予想以上の出展数で驚きました｡また３日間の総来場者数も約４万
人と昨年を大きく上回り、大きな医学系学会に匹敵するほどの賑わいでした。
札幌医大のブースには､私が所属する分子医学研究部門の研究成果(癌に対す
るスーパー標的化抗体の樹立とその応用｡実用化研究)をパネルで紹介したととも
に､本学の各研究室の研究成果をまとめた資料を配布いたしました｡予め準備し
ていた資料が２日で全てなくなり、追加で資料を取り寄せなければいけないぐらい
好評で､興味を示す企業も数多くあり、産学連携への意識の高さを痛感いたしまし
た。
また会期中に共同研究に向けて体外診断薬開発企業2社および治療医薬開発
企業1社との具体的なミーティングも行うことができ、出展の成果も挙げることが
できました｡来年度は多くの研究室から研究成果を発表し､産学連携研究として更
に発展できることを願っております。
①附属産学･地域連携センター
文科省産学官連携コーディネーター－瀬信敏
これまで様々な見本市に参加して来ましたが､このイベントで印象的であったの
は研究シーズの展示の他､各大学の知財本部や産学連携センターといった部門
からの展示が多かったことでした｡こうしたブースでは大学内の研究シーズの一覧
3９
の展示や大学の知財｡産学連携活動に関する取り組みそのものの紹介の展示
を行っており、今後のセンターの活動の参考としたいと思います。
また､本年度は５月に東京で開催された｢国際バイオＥＸＰＯ｣というイベントにも本
学から出展を行いましたが､その際に医大ブースにいらした方が今回も再び見えた
りと､本学の産学連携に関する取り組みが序々に各方面に浸透してきていることが
感じられました｡こうした展示を継続して行うことで､私自身､他大学の知財｡産学
連携に携わる方々との交流が拡がっており、こうした方面でのネットワークの構築
も進んでおります。
今後のこうした展示会への出展に関しては､より多くの研究室のテーマを効果的
に紹介することができるよう､余裕をもった学内周知期間の設定や、当曰対応の
効率化に努めたいと考えています。
ａセンターからのお知らせ
△▼帯広畜産大学との学術交流セミナーについて
創刊号でもお知らせした､帯広畜産大学獣医学科との学術交流セミナーにつきま
して、曰程と会場が決まりましたのでお知らせします。
日時:１１月８日(水)午後
会場：帯広畜産大学原虫病研究センターＰＫホール
テーマ腫瘍について(医大から３名、帯広から３名の教員によるプレゼンを行いま
す）
現在、当日会場で展示する各研究室からの研究内容のパネル原稿については．
既に１５件の提出を受けております｡ご協力いただき感謝申し上げます。当初､提出
受付を９月中と予定していたところですが､より多くの研究テーマをご紹介したいと
考えておりますので､お忙しい中、誠に恐縮ですが引き続き原稿提出のご協力をお
願いいたします。
△▼産学｡地域連携センターのホームページが新しくなりました
この度、当センターのホームページをリニューアルいたしました。
4０
http://web,sapmedacjp/ircc/index､hｔｍｌ
今後はホームページの更新頻度と情報の質の向上に努め、外部研究資金の公募
情報等の'|冑報や､知財教育に関する取り組みなど､センターの活動についてもでき
る限りリアルタイムで発信して参ります｡本メールマガジンともどもよろしくお願いい
たします。
４知財ﾐニコラム
先の増刊号でもお知らせしたとおり、今週は知的財産教育基礎コースを開催します。
１０月３曰（火）１８:ＯＯ～「バイオメディカル分野の研究の特許化」
１０月６曰（金）１８:００～「研究成果の利用｡活用と契約｡法律(仮)」
場所(２回とも）基礎医学研究棟５階会議室
対象は大学院生ですが､教員をはじめ､学内外どなたでもご聴講いただけます。
多数のご参加をお待ちしております。
☆編集後記
本メールマガジンの編集を担当している文科省産学官連携コーディネーター(以
下ＣＤ)の－瀬です｡私は文部科学省の産学官の連携事業の￣環として､文科省
から札幌医大に派遣されておりますが､本事業で現在､全国のおよそ８０の大学等
に91名のＣＤが派遣されています。
先日、年に１回の全国ＣＤ会議ということで､東京に全ＣＤが集合しました｡その中
で外部研究資金の獲得も大きな課題として挙がっておりました｡他大学では申請書
の添削といった個別指導のような取り組みを行っているところはいくつかあるようで
したが､本学のように大学としての取り組みにまで至っているところは無いようでした○
本学の申請書作成レクチャーは新しい取り組みであり、今後の競争的外部資金獲得
に大きな役割を果たすことが期待できます。
また､全体討論では他大学のＣＤから本学の知財に関する取り組みが言及される
など札幌医大の様々な活動が序々に｢見えて｣来ているように感じられました｡(1N）
４１
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
■第３号■２００６年１１月２０日発行
http://web,sapmedacjp/ircc/index・hｔｍｌ
センターメールマガジン第３号をお届けします｡今号では今月締め切りの科研
費応募状況などを中心に､センターからの各種お知らせを掲載しております。
▲目次▼
1．科研費申請書作成レクチャーについて
２科研費応募状況について
３センターからのお知らせ
４知財ミニコラム(２件）
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレス､ご登録頂いたアドレ
ス､ならびにＳＭＵバイオリソースシステムの協力を得て､機器予約センター
登録アドレスに配信しております◆
1．科研費申請書作成レクチャーついて
９月２５日、１０月５日の２曰間にわたって開催された科研費申請書作成レク
チャーには、多数のご参加ありがとうございました｡第１回目は今井学長､佐藤
教授(第一病理)、第2回目は神保教授(皮膚科学)、市戸主査(産学｡地域連
携センター)から科研費申請の心構えや書類作成のコツ､注意点などをレクチャ
~頂きました｡２日間でトータル２００名弱の出席があり、講師､参加者ともに熱の
こもったレクチャーとなりました｡ご講義ならびにご参加ありがとうございまし
た。
２科研費応募状況について
4２
科研費申請に関しましては１１月６日を学内締切日とさせて頂いておりました
が､書類整理ならびに申請書訂正等のご協力ありがとうございました｡今回の学
内の応募総数は３１０件となり、前回の290件を上回る応募がありました｡今
年は前項で触れたように申請書作成レクチャーなどの新たな試みも導入したとこ
ろです｡これらの相乗効果に期待したいと思います。
3．センターからのお知らせ
△▼各種助成金のお知らせ(新着分）
【国費】
･大学共同利用機関法人自然科学機構【基礎生物学研究所】
重点共同利用研究他６件
｡大学共同利用機関法人自然科学機構【生理学研究所】
一般共同研究他６件
・大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構【素粒子原子核研究所】
施設共同利用研究１件
【民間財団】
｡(財)秋山記念生命科学振興財団２件
｡(財)がんの子供を守る会１件
｡(財)日本二分脊椎｡水頭症研究振興財団数件
園公益信託「生命の彩｣ＡＬＳ研究助成金５件以内
｡アクテリオンファーマシユーテイカルズジヤパン株式会社６件
*助成金の詳細はセンターの以下のページをご参照ください(学内限定)。
http://web,sapmedacjp/ircc/internal/kokuhihtml
http://websapmedacjp/ircc/internal/mlnkan,hｔｍｌ
４知財ﾐニコラム
△▼特許出願について
4３
今年度上半期(～９月)の大学管理の特許出願件数は国内出願(7件)、外国
出願(３件)あわせて１０件となっており、去年の件数を上回るペースです(去
年度の大学管理による出願件数は１１件)。
特許出願にはその発明が新規性｡進歩性｡産業上の利用性を満たしていること
が必要ですが､特に新規性の観点からは、「どこにも発表していない(公知でな
い)｣ということが重要です｡これは発明者自身による学会発表であっても､そ
れが出願前であれば｢公知の事実｣ということになり、その発明に関しては新規
性を失ってしまうため、出願できなくなる、ということです｡また､学会だけで
なく､報道機関等の取材などにも注意する必要もあります｡良い研究成果を良い
特許にするために､学会発表等の際にはご注意いただくとともに､センター(内
2108,2107)にお気軽にご相談ください｡センターでは､ご相談からお
よそ3ヶ月以内で特許庁に出願できるよう､特許事務所等との調整､連絡を行っ
ております｡先生方のご協力、よろしくお願いいたします。
△▼知的財産教育応用コース講義の予定
◆１２月１３日（水）１８:ＯＯ～「国際契約にどう対処するか
－NonDisclosureAgreementを手がかりに考える-(仮題)」
講師小樽商科大学院商学研究科(ビジネススクール)中村秀雄教授
◆１２月２２日（金）１８:００～「創薬技術｡ビジネス論(仮題)」
講師京都大学大学院医学研究科田中秀穂助教授
場所(２回とも）基礎医学研究棟5階会議室
対象は大学院生ですが､教員をはじめ､学内外どなたでもご聴講いただけます。
多数のご参加をお待ちしております。
■訂正■
先月号のメールマガジンの記事｢イノベーションジャパン２００６出展報告｣中
で､出展者の加藤先生のお名前が抜けておりました｡お詫びして訂正いたします。
4４
☆編集後記
今月８日にこのメールマガジンでお知らせしておりました､帯広畜産大学｡札
幌医科大学の学術交流セミナーが帯広で開催され､私も行って参りました。当日
は獣医学科4年生４０名を含め６０名弱の参加がありました｡詳しくは次回のメ
ールマガジンで報告したいと思います｡セミナーで講演していただいた先生方、
また研究シーズ提出のご協力を頂いた先生方に改めて深く感謝いたします｡(1Ｎ
4５
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
■第４号■２００６年１２月１１曰発行
http://websapmed,acjp/ircc/index・hｔｍｌ
センターメールマガジン第４号をお届けします｡今号では先月行われました帯広
畜産大学との共同セミナー開催報告の他､知財講義開催のお知らせなどを掲載して
おります。
▲目次▼
1．知的財産教育応用コース講義のお知らせ
2.帯広畜産大学との共同セミナー開催報告
ａセンターからのお知らせ
４知財ﾐニコラム
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレス、ご登録頂いたアドレ
ス､ならびにＳＭＵバイオリソースシステムの協力を得て､機器予約センター
登録アドレスに配信しております◆
1．知的財産教育応用コース講義のお知らせ
国際契約にどう対処するか-NonDisclosureAgreement等を手がかりに考える-(仮題）
曰時:１２月１３日（水）１８:００～
場所:基礎医学研究棟5階会議室
講師小樽商科大学大学院商学研究科(ビジネススクール）中村秀雄教授
内容:中村先生は２００１年３月まで､総合商社で国際法務を約２５年担当され、多
くの契約を作成｡交渉してきた経験をいかして、実務と理論の双方の観点から研究
を進められています｡今回は､秘密保持契約や研究契約などの具体的な事例をふま
えながら､外国大学｡企業との共同研究契約の際にも必要な､国際契約の構造や
対応の考え方などの講義を予定しています。
4６
２札幌医大｡帯広畜産大学術交流セミナー
本メールマガジンでも度々お知らせしておりました､帯広畜産大との学術交流セミ
ナーを１１月８日(火)に帯広畜産大にて開催しました。当日は､天候の影響で帯広行
きのＪＲが運休になるなど､若干トラブルに見舞われましたが､会場には帯広畜産大
獣医学科4年生40名をはじめとして､教職員､十勝支庁､地元獣医師､地元マスコミ
等合計６０名弱の参加がありました。
セミナー冒頭では､帯広畜産大学副学長の長澤先生より歓迎の挨拶があり､異分
野の交流の重要性と今後の両大学の共同研究の発展に対する期待が述べられまし
た。
内容は医大からは濱田教授(分子医学｡｢スーパー標的抗体:がんを見つけて狙
い撃ち｣)、森教授(公衆衛生｡｢イソフラボン類のがん予防効果に関する共同研究の
提案｣)、鳥越助教授(第一病理･｢癌ワクチンの開発～基礎研究成果を臨床へ～｣）
､畜産大からは嘉糠教授(原虫病研｡｢マラリア媒介蚊における標的認識
メカニズムの解明に向けて｣、小111助教授(大動物特殊疾病研｡｢糖鎖抗原a-gal
epltope:免疫反応の制御とワクチンへの応用｣)、嶋田教授(家畜外科｡｢獣医療に
おける腫瘍性疾患に対する治療の現状と未来｣)の６名の先生によるプレゼンテー
ションを行いました。
また、当曰はプレゼンの予稿集と両大学のシーズ集をまとめて冊子にしたものを
配布しました｡医大はシーズの提出を頂きました19の講座｡部門から２２の研究シ
ーズ､畜産大は１５の研究シーズを掲載しております｡シーズ提出のご協力につき
まして改めて感謝いたします｡本冊子は若干残っておりますので､連絡をいただけ
れば希望者にお配りします。
ａセンターからのお知らせ
△▼(独)新エネルギー｡産業技術総合開発機構（NEDO）
大学発事業創出実用化研究開発事業について
本事業は大学の若手研究者｡チーム(４０歳未満)が、自らの研究成果を活用して
民間事業者等と共同で実用化を図る研究テーマに対し､民間事業者等からの提供
資金の２倍を限度に最大で年間１０００万円(最長3年間)の助成を行うものです。
4７
平成１９年度の新規募集は来年４～５月頃予定とのことです(事業開始は７～８月)。
本事業の詳しい内容のパンフレットや､応募に関するご相談など､センター
(内２１０８､小野寺)まで気軽にご相談ください。
また､ＮＥＤＯではテーマ公募型事業の採択にあたり実施しているピアレビュー制度
に協力頂けるピアレビュアの登録も受け付け中です｡詳しくはセンターまでお問い合
わせください。
４知財ﾐニコラム
研究成果が実用化されるまでのプロセスを把握することにより、それらを意識した
研究を推進することが重要といわれています。
応用コースでは､研究成果実用化の最前線で活躍されている方から講演いただく
などして､今後の研究活動に活かしてもらうことを目的としています。
△▼知的財産教育応用コース講義の予定
◆１２月２２日（金）１８:００～「創薬技術,ビジネス論(仮題)」
講師京都大学大学院医学研究科田中秀穂助教授
場所基礎医学研究棟5階会議室
対象は大学院生ですが､教員をはじめ､学内外どなたでもご聴講いただけます。
多数のご参加をお待ちしております。
☆編集後記
先日、保健医療学部赤レンガフォーラムに参加して参りました｡佐野別海町長や
本学保健医療学部の先生方から､地域や保健医療学部における高齢者の健康
増進に閏する様々な取り組みに関する発表がありました｡会場は満員で､熱心にメモ
をとりながら講演を聴いている多くの参加者の姿が印象的でした。
今年最後のメールマガジン定期号です。内容など､まだまだ発展途上であると考え
ていますが､なるべくみなさんに読んでいただけるよう頑張ります｡来年もよろしくお願
い致します｡(1N）
4８
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
|■第５号■２００６年２月７日発行
http://websapmedacjp/ircc/index・hｔｍｌ
今年最初のセンターメールマガジン第５号をお届けします｡今号では現在とり
まとめをすすめております｢札幌医科大学研究シーズ集｣｢札幌医科大学地域連
携シーズ集｣の作成状況を中心に各種お知らせを掲載しております。
☆公募情報New!☆
国費等公募案内 http://websapmedacjp/ircc/internal/kokuhi･hｔｍｌ
民間財団助成金案内 http://websapmed,acjp/ircc/internal/minkanhtml
▲目次▼
1．シーズ集作成について
２知的財産教育講義のお知らせ(2件）
３センターからのお知らせ(科研費予算執行について）
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレス、ご登録頂いたアドレ
ス､ならびにＳＭＵバイオリソースシステムの協力を得て､機器予約センター
登録アドレスに配信しております◆
1．札幌医科大学研究シーズ集､地域貢献取り組み集作成について
現在､センターでは学内の研究シーズと地域貢献の取り組みのとりまとめを進
めております｡この作業にあたっては､去年末に各所属長宛に研究シーズ､もし
くは地域貢献活動の原稿提出のお願いを致しましたが､現在のところ､両学部併
せて３１の講座｡部門から計４２件のシーズの提出を頂いております｡改めてご
協力に感謝致します｡未だ提出頂いてない講座､部門には改めてご連絡を差し上
げますので､ご協力よろしくお願い致します。
4９
２知的財産教育応用コース講義のお知らせ
△▼企業知財マンからみた産学連携
曰時:２月９日(金)１８:００～
場所:基礎医学研究棟1階会議室(前回までの会場とは異なっております）
講師(株)オリンパス知的財産渉外部ライセンス担当部長酒井貢氏
内容:産学連携における昨今の状況の概説｡問題点や、医療｡ライフサイエンス
分野の産学連携の特徴を､実例を交えながらお話し頂きます。
△▼バイオメディカル分野の研究の特許化
日時:２月１６日(金)１３００～
場所:基礎医学研究棟5階会議室(9日の会場とは異なります）
講師東京大学大学院新領域創成科学研究科メディカルゲノム専攻
知的財産インキュベーション戦略分野助教授上條肇氏
内容:バイオメディカル発明における､特許を睨んだ研究の進め方のヒントにつ
いて､特許庁審査官の経験や最近の研究を踏まえてお話し頂きます。
対象は大学院生ですが､教員をはじめ､学内外どなたでもご聴講いただけます。
多数のご参加をお待ちしております。
ａセンターからのお知らせ
科研費執行について､消耗品の購入決定書の提出期限は２月１９日(月)となっ
ております｡よろしくご協力願います。
☆編集後記
２００７年最初のメールマガジン定期号です｡記事でも触れたように､現在セン
ターがとりまとめを進めております､研究シーズ集､地域貢献取り組み集は､来
年度以降の医大の産学官連携活動の核となる資料として､各種展示会での配布や
ＨＰを使った情報発信など､様々に活用していきたいと考えております。（1N）
5０
△▼札幌医科大学附属産学｡地域連携センターメールマガジン△▼
|■第６号■２００７年４月６曰発行
http://web,sapmed,acjp/ircc/index・hｔｍｌ
メールマガジン第６号をお届けします｡今号では新規公募'|冑報やセンターか
らのお知らせを掲載しております。
▲目次▼
1．新規公募情報(学振関係3件）
２知財ミニコラム(去年度の特許出願状況について）
ａセンター移転のお知らせ
◆本メールマガジンは｢学長室だより｣の受信アドレス､ご登録頂いたアドレ
ス､ならびにＳＭＵバイオリソースシステムの協力を得て､機器予約センター
登録アドレスに配信しております◆
１日本学術振興会特別研究員の公募について
（独)曰本学術振興会平成20年度特別研究員募集のお知らせ
｡平成20年度海外特別研究員（締め切り４月２３日）
若手研究者の海外派遣に対する助成
http://wwwJspsgojp/Lj-ab/indexhｔｍｌ
゜平成20年度特別研究員(RPD)(締め切り４月２３日）
出産｡育児による研究中断者への復帰支援フェローシップ
http://wwwjspsgojp/(j-pd/rpd-gaiyohtml
゜平成２０年度特別研究員(ＤＣ1,ＤＣ２ＰＤ,SPD)(締め切り５月２５日）
若手研究者のフェローシップ
http://wwwJspsgojp/Li-pd/indexｈｔｍｌ
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２知財ﾐニコラム
△▼平成１８年度特許出願件数について
平成１８年度のセンター管理による医大からの特許出願件数は１８件となり
ました｡前年度の実績からは2件増という結果になりました｡特許出願を審査
してもらうためには出願後3年以内に特許庁に審査請求を改めて行う必要があ
ります｡医大においても本年から出願した案件に関する審査請求の検討を行う
ことになりますが､関係の先生方のご協力をよろしくお願致します。
ａセンター移転のお知らせ
４月６日をもちまして附属産学｡地域連携センターが本部棟4階から１階へ
移転しました｡新しい場所は本部棟1階旧大学改革推進室(本部棟1階エレベ
ーター左奥)で､経営企画課(旧企画課)と同居します｡これまでもセンター
の活動には１日企画課から種々バックアップを受けておりましたが.今後は経営
企画課とさらに連携を強めつつ各種活動を推進します｡特許相談､企業との共
同研究の相談等なにかありましたら､気軽にお越しください。
☆編集後記
先月、サンフランシスコで行われました大学技術移転マネージャー協会(AUT
M)の大会に出席してきました｡北米を中心に､ヨーロッパ､アジア、日本から
総勢2000人もの参加者が集まって､大学の技術移転の課題について議論を
行いました｡会場ではアメリカの大学の知財や産学連携の担当者と個別に知財
教育や産学連携に関する意見交換を行って､海外とのネットワーク構築のきっ
かけがつかむことができました。
４月１日に医大は法人化しましたが､今年度からは最高レベルを目指す医科
大にふさわしい産学｡地域連携活動とは何か自問しながら各種活動を進めたい
と思います｡(1N）
5２
（編集後記）
○「共同研究を行うきっかけとは、人と人との繋がりであり縁であるのだ」と、知財教育
講義の講師をお引き受け頂いた企業の方のお話しをお聴きして感じました。来年度は、学
内。学外の繋がりと縁を大切に活動．ご支援を進めて参りたいと考えております。（S）
○センター発足を受け、初めての活動報告書を作成しました。作成にあたっては各大学の
センター報告書を参考にしつつ、センターの業務内容がわかりやすく「見える」ことを目
標にしました。Ｓさんの叱Ⅱ毛激励のおかけでラストスパートが完走できました。感謝しま
す。（１）
札幌医科大学附属産学。地域連携センター
平成１８年度活動報告書
平成１９年８月３１日発行
編集・発行札幌医科大学附属産学。地域連携センター
印刷ひまわり印刷株式会社
〒０６０－８５５６札幌市中央区南１条西１７丁目
TELOll-611-2111（内
E-lllailchizai@sapmed・ａｃ.』､，
renkei@saDmed・ａｃ､ｊｐ
ＨＰｈｔｔｐ://wehsapmed・ａｏｊｐ/ircc
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